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学会員・大会参加者数の動向

20101960 1970 1980 1990 2000

4500

4000

3000

2000

1000

3500

1500

0

2500

500

個
人

会
員

数
・

大
会

参
加

者
数

・
一

般
講

演
数 2003：保全生態学研究会

1992：リオ会議

1967：四日市ぜんそく

1974-75：複合汚染

1972：成長の限界1962：沈黙の春

1983-85：特定研究
生物の適応戦略

2009: J-BON; 2012: IPBES

1988: IPCC

1965-72: IBP

1956：水俣病

会員数

大会参加者数

一般講演数

2014: ＡＢＣ会員
制度廃止

1990: INTECOL開催



スライド2の注釈
1． 会員数会の動向は，（1）1970年代の第1次拡大期，（2）

1980年代の第1次安定期，（3）1990年代の第2次拡
大期に大別できる．2000年以降の動向を特徴づける
のは尚早である． 

2． 第1次拡大期は公害問題，農薬問題などの社会問題に
対応したものと思われる． 

3． 第1次安定期の主要な研究課題は行動生態学だった．こ
の時期に「基礎的なマクロ生物学を重視する」，「社会的
には開発と対峙する」という日本生態学会の基本的性
格が形成されたと思われる． 

4． 第2次拡大期は地球環境問題に対応したものと思われ
る．応用研究が増えた．生物以外を研究対象にする会員
が増えた．ミクロ生物学との融合も進んだ．



日本生態学会が抱える問題
参加者が 2,000名 を越える大会の運営は，「手弁当」
による奉仕の限界を超えています．実行委員会や企画
委員会のメンバーの方々には，ご自身の研究を棚上げ
して，学会のために働いていただています．一部の会員
の献身によって支えられている体制は，改めなくては
なりません．このままでは，献身的な会員が研究に費や
す時間がいっそう少なくなり，日本の生態学は先細りに
なってしまいます．また，学会運営の基盤となる仕事を
「奉仕」に頼っていると，個人的な事情によって（例えば，
転勤など）支障が生じる心配があります．



改革を進めるために考える三つの要素

���1． 学会・大会の魅力を高める． 
���2． 運営の負担を減らす． 
���3． 健全な予算構造の確立．

どのように3要素のバランス
をとるのか？



学会大会運営改革の具体策

1． 会員管理・大会運営システム
の外部委託． 

2． 学会事務局の大会運営参画
強化． 

3． 予算構造の見直し． 
4． 大会運営の簡素化．


